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計画の基本的な考え方

１ 第七次秋田県高等学校総合整備計画について

秋田県教育委員会では、「第六次秋田県高等学校総合整備計画」（平成２３年度

から平成２７年度まで実施）及び「新時代にふさわしい魅力ある学校をつくるため

の再編整備について」（平成２５年４月）の内容を踏まえ、本県高等学校教育の新

しい方向性を示し、教育環境の一層の充実を図ることを目的に、平成２８年度から

令和７年度までの１０年間を計画期間とする「第七次秋田県高等学校総合整備計画」

（以下、「第七次計画」という。）を策定し、これまで推進を図ってきた。

２ 後期計画策定の趣旨

平成３０年３月に新しい高等学校学習指導要領が公示され、主体的・対話的で深

い学び、カリキュラム・マネジメントの推進、探究的な学習活動の重視などが、基

本的な考え方として示された。平成２８年度にスタートした「第七次計画」におい

ては「社会を生き抜く力と高い志の育成」「活力に満ちた魅力ある学校づくり」を

大きな柱としており、その中で、これからの社会を生き抜くための資質・能力を明

確にするとともに、それらを育成するための探究的な学習活動の充実等を重視して

いる。このことは、新学習指導要領と基本的に同じ方向を向いていると考える。

一方、新学習指導要領では、学校と地域が「よりよい学校教育を通じてよりよい

社会を創る」という目標を共有しながら「社会に開かれた教育課程」を実現するこ

とを目指している。本県においては人口減少、少子高齢化に伴い、学校も規模が縮

小し、高等学校教育の質の維持向上が難しくなっている。こうした中で、地域を支

える若者を育てる場として、高等学校の果たす役割に期待する声は、以前に増して

大きくなってきている。

以上のことから、県教育委員会では、「第七次計画」の基本的な方向性は維持し

つつ、地域における高等学校の在り方を改めて検討した上で、社会の変化や国の動

向を踏まえて見直し、「第七次秋田県高等学校総合整備計画【後期計画】」（以下、

「本計画」という。）を策定することとした。

３ 本計画の基本理念

第七次計画の基本理念を継承し、本計画においても、キャリア教育の視点に立っ

た「社会を生き抜く力と高い志を育てる教育活動」と「活力に満ちた魅力ある学校

づくり」を引き続き大きな柱として位置付けている。

変化の激しい社会を生き抜き、社会的・職業的に自立し、豊かな人生を切り拓い

ていくためには、知識及び技能とそれらを活用して課題を解決するための思考力、

判断力等をバランスよく身に付けるとともに、発信力、人間関係形成能力をはじめ

とする、多様な人々と協働して課題に立ち向かうために必要となる実践的な力を身

に付けることが求められている。加えて、このような力を備えた上で、自らの社会



的使命を自覚し、グローバルなものからローカルなものまで様々な課題に積極的に

関わるとともに、世界へはばたく気概とふるさと秋田を支えようとする高い志を

もった若者を育てていくことが求められている。

これらのことを踏まえ、本計画においても、次の項目に重点を置いている。

①生涯にわたって学び続ける意欲をもち、志を高く掲げ、自己の能力を磨き、こ

れからの社会を担う気概をもつ人材の育成

②社会の変化に柔軟に対応しながら、ふるさとを支え、地域の課題に積極的に取

り組むことができる人材の育成

③グローバルな視野に立って考え、国際社会において主体的に行動し、新しい価

値を創造できる人材の育成

また、生徒数が減少する中にあっても、こうした人材の育成を着実に進めていく

ために、学校の統合等再編整備を推進し、生徒がそれぞれの目標の実現に向かって

勉強やスポーツ、文化活動等に打ち込むことのできる充実した教育環境を整えると

ともに、「社会に開かれた教育課程」を展開し、地域に根ざした教育活動を充実さ

せ、学校が地域振興の核としての役割を果たすことのできる、活力に満ちた魅力あ

る学校づくりを推進する。

４ 計画期間

本計画の計画期間は第七次計画の後半５年間（令和３年度～令和７年度）とする。

５ 計画策定上の配慮事項

本計画の策定に当たっては、「第七次計画」及び「第２期あきたの教育振興に関

する基本計画」（平成２７年度～令和元年度）の実施状況を踏まえるとともに、

「第３期ふるさと秋田元気創造プラン」（平成３０年度～令和３年度）や、「第２

期あきた未来総合戦略」（令和２年度～令和６年度）、「第３期あきたの教育振興

に関する基本計画」（令和２年度～令和６年度）、新高等学校学習指導要領（令和

４年度から年次進行で実施）との整合性に配慮する。

本計画に基づき、各学校においては生徒や学校、地域の実情に応じた特色ある実

効性をもった取組を推進するため、中期ビジョン（５か年計画）を策定し、年度ご

とに取組状況を検証し、必要に応じて見直しを図ることとする。

なお、各学校で策定する中期ビジョンについては、本計画の一部として位置付け、

広く県民に公開する。
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【男鹿潟上南秋地区】

平成１６年度に、「第五次計画（前期）」に基づいて海洋技術高校と男鹿

高校を統合し、男鹿海洋高校を開校した。

今後も地域産業の特性との関連及び本県産業の現状や産業振興の方向性を

考慮しながら、再編整備構想の具体化に向けて検討を進める。

○ 男鹿海洋高校と男鹿工業高校を統合し、地域に根ざした特色ある教育活動を通し

て、地域産業に貢献できる人材育成を目指す学校を男鹿地区に設置する。

学んだ技術・技能を生かして地域の活性化に貢献できる人材を育てるために、水

産業と工業の連携を図り、新しい時代に対応できる産業教育を展開する。また、近

隣の教育・研究機関や産業界と連携し、男鹿地域の資源や教育資産を活用しながら、

探究的な学習活動を通して、専門的かつ高度な知識・技術を身に付けさせるととも

に、思考力、表現力、幅広く柔軟なものの見方・考え方など、課題解決のための実

践的な力を育成する。

１学年の学級数は４～５学級、学科は工業科、水産科などを検討する。一定期間、

現在の両校の校舎を使用し（２キャンパス制）、その後については、地域の実情、

校舎や施設設備の状況等を考慮して決定する。

これまでは２キャンパス制による統合校開校について検討を行ってきた。今後は

本計画期間中の開校に向けて更に具体の検討を進める。

○ 五城目高校については、地元や秋田市からの入学者数が今後も一定数見込めると

ともに、全県的に見た学校の配置状況等から特別な事情があることを考慮し、今後

もキャリア教育をベースにした指導や地域と連携した教育活動の充実を図る。

（参考） 中学校卒業者数と地区内の高校への入学者数の見通し

令和２年(2020年)３月 令和７年(2025年)３月

中学校卒業者数 中学校卒業者数（予測）

６２７人 ４６６人

令和２年(2020年)度 令和７年(2025年)度

地区内の高校への 地区内の高校への

入学者数 入学者数（予測）

４４１人 ３６９人
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【由利本荘にかほ地区】

生徒数の減少や小規模校化の進行が他地区と比較してやや緩やかであるも

のの、地区全体の生徒数が長期的に見て減少傾向にあることや校舎の老朽化

を考えた場合、将来的に統合等再編整備は避けられない。これまで、「第七

次計画（前期）」に示した内容を踏まえ、検討を進めてきた。今後も、県外

への高校進学も含めたこの地域の中学校卒業者の進路動向を注視しながら、

改めて地区全体の具体的な再編整備の構想について検討を進めていく。

○ 矢島高校については、広い中山間地域を抱えており、教育を受ける機会を整えて

いくという視点から大きな意味をもっているなど、特別な事情がある。このような

事情を考慮し、今後も校舎一体型の中高連携校としての先進的な取組や生徒一人一

人に応じたきめ細かい教育活動を推進するとともに、コミュニティ・スクールとし
＊

て地域と連携・協働した取組を一層進める。

一方で、入学者数が減少し続けている現状があり、将来的にも一層小規模校化が

進むことが予想されることを踏まえ、並行して地域の関係者や当該校と学校の活性

化や今後の在り方について協議を行うものとする。

○ 仁賀保高校については、地域と連携した教育活動を展開していることや、県境地

域に位置しているという地理的な背景も踏まえ、全県的な視野から特別な事情があ

ることを考慮する必要がある。今後も地域の資源や機能等を有効に活用しながら、

情報メディア科の特色ある教育活動や、体験と実践を伴った探究的な学習の充実を

図る。併せて今後の生徒数の推移を注視しながら将来の在り方について検討してい

く。

○ 地区内の他４校も含めて、地区全体の再編整備の方向性を検討する。

（参考） 中学校卒業者数と地区内の高校への入学者数の見通し

令和２年(2020年)３月 令和７年(2025年)３月

中学校卒業者数 中学校卒業者数（予測）

８０３人 ７８２人

令和２年(2020年)度 令和７年(2025年)度

地区内の高校への 地区内の高校への

入学者数 入学者数（予測）

７５０人 ７２８人
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【大仙仙北地区】

平成２６年度に、「第五次計画（後期）」に基づいて角館高校と角館南高

校を統合し、新生角館高校を開校した。

今後も広い大仙仙北地区全体の中で、学校の配置バランスや生徒の動向、

地域の実情等を踏まえ、目指すべき学校の在り方について検討を進める。

○ 西仙北高校については、秋田市を含む広域の中学生の進学先の一つとなっている

ことや学校配置の地理的なバランス等から特別な事情があることを考慮し、今後も

キャリア教育を基盤とする教育を進め、個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

一方で、入学者数減少により２学級規模を維持できなくなりつつあることを踏ま

え、並行して地域の関係者や当該校と学校の活性化や今後の在り方について協議を

行うものとする。

○ 六郷高校については、全県唯一の福祉科を有し、高齢者福祉を支える人材の育成

に取り組んでいる。このため、全県的な視野から特別な事情があることを考慮し、

今後もコミュニティ・スクールとして地域と連携した教育活動を推進するなど、生

徒一人一人の進路実現を目指す指導の充実を図る。

○ 大曲農業高校太田分校については、地域文化の継承や、農業を生かした特色ある

教育活動を通して地域で活躍する人材を育成していることを考慮し、今後も小規模

校の利点を生かした指導や、より地域に根ざした教育活動の更なる充実を図る。

一方で、地区全体で少子化が進む中で大幅な定員割れが続いていることを踏まえ、

並行して地域の関係者や当該校と学校の活性化や今後の在り方について協議を行う

ものとする。

（参考） 中学校卒業者数と地区内の高校への入学者数の見通し

令和２年(2020年)３月 令和７年(2025年)３月

中学校卒業者数 中学校卒業者数（予測）

９７１人 ８８６人

令和２年(2020年)度 令和７年(2025年)度

地区内の高校への 地区内の高校への

入学者数 入学者数（予測）

８６２人 ７８０人
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【横手地区】

平成１６年度に、「第五次計画（前期）」に基づいて横手工業高校を母体

とする中高一貫教育校である横手清陵学院中学校・高校を開校した。

今後も中学校卒業者数の減少を注視しながら、その中でも教育の質の維持

向上を図るため、再編整備構想の具体化に向けて検討を進める。

○ 増田高校、雄物川高校、平成高校を統合し、幅広い視野と豊かな教養を身に付け、

地域社会や国際社会で活躍できる人材を育成する学校を設置する。

生徒の多様なニーズに対応してコース・系列の充実を図り、興味・関心、進路希

望に応じて教科・科目を選択できる教育課程を編成し、一人一人の能力を十分に引

き出し、進路希望の達成に向けて取り組む。同時に、キャリア教育の一層の充実を

図り、コミュニケーション能力や、主体的に課題解決に取り組む力を育成する。ま

た、地域の企業や教育機関と連携して起業家精神や経営感覚を養い、地域産業の発

展に寄与できる人間の育成に努める。さらに、部活動や特別活動においても地域活

性化に貢献できる学校を目指す。

１学年の学級数は５～６学級とし、設置する学科等については、地域の中学生の

志望動向、地域の特色、卒業後の進路の見通し等を踏まえた上で総合的に検討する。

統合については、地域の声を聞きながら、魅力ある学校の設置に向けた具体の検

討を進める。

校舎設置場所についても、地元と協議の上、地域の実情、校舎や施設設備の状況

等を考慮して決定する。

○ 地区内の他３校についても、入学者数減少への対応も含め、将来の在り方を検討

していく。

（参考） 中学校卒業者数と地区内の高校への入学者数の見通し

令和２年(2020年)３月 令和７年(2025年)３月

中学校卒業者数 中学校卒業者数（予測）

７７０人 ６４５人

令和２年(2020年)度 令和７年(2025年)度

地区内の高校への 地区内の高校への

入学者数 入学者数（予測）

８２０人 ７０２人
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【湯沢雄勝地区】

平成２３年度に、「第五次計画（後期）」に基づいて湯沢北高校と湯沢商

工高校を統合し、湯沢翔北高校を開校した。また、長期にわたって大幅な定

員割れが続いていた湯沢高校稲川分校については、「第七次計画（前期）」

において、平成２９年度入学者選抜から募集停止とし、平成３０年３月に閉

校した。さらに、「第七次計画（前期）」に基づいて、雄勝高校を湯沢翔北

高校の地域校とし、令和２年度に湯沢翔北高校雄勝校を開校した。

今後も中学校卒業者数の減少を注視しながら、地域の実情を踏まえ、それ

ぞれの学校の活性化に向けて検討を進める。

○ 羽後高校については、ふるさと教育や国際交流を通じて、地域社会の発展に貢献

する人材の育成に取り組んでいる。中山間地域の生徒の通学や地元の教育・文化に

おける学校の役割等から特別な事情があることを考慮し、今後も、地域とともに歩

む学校として教育活動の充実を図る。

一方で、入学者数減少により２学級規模を維持できなくなりつつあることを踏ま

え、並行して地域の関係者や当該校と学校の活性化や今後の在り方について協議を

行うものとする。

（参考） 中学校卒業者数と地区内の高校への入学者数の見通し

令和２年(2020年)３月 令和７年(2025年)３月

中学校卒業者数 中学校卒業者数（予測）

４５９人 ４００人

令和２年(2020年)度 令和７年(2025年)度

地区内の高校への 地区内の高校への

入学者数 入学者数（予測）

４２８人 ３６７人



- 38 -

【用語の解説】

＊コミュニティ・スクール

一定の法令上の権限を持ちながら、保護者や地域住民が学校運営に参画するための仕組みである

学校運営協議会制度及びこの制度を導入した学校のことをいう。保護者や地域住民が学校や教育委

員会に意向を伝えるとともに、学校からも保護者や地域住民に意向を伝える、相互に交流できるシ

ステムでもある。
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２定時制課程・通信制課程の改善・充実

定時制課程・通信制課程を志望する生徒の入学動機や学習歴は多様である。生徒

の実情に即し、多様な学びの場を提供するために、県内３地区に１校ずつ配置する

基幹校を中心に定時制・通信制教育の充実を図る。

（１）多様な学習ニーズに応える定時制課程・通信制課程の充実

■現状と課題
平成２８年度に大館鳳鳴高校定時制課程を開設し、多部制、単位制、フリースクー

＊ ＊

ル的空間（スペース・イオ）などの機能を有する地区の定時制教育の中心となる定時
＊

制基幹校を、県北・中央・県南の３地区に配置した。

定時制課程・通信制課程については、働きながら学ぶ生徒の教育の場として、また、

不登校・中途退学経験者等への学び直しや社会人への学びの機会の提供など、多様な

学習ニーズに応える場としての期待が大きくなってきている。

定時制課程への入学者数は、夜間の部は減少傾向にあるが、昼間の部に減少は見ら

れない。入学者数や地域の実情、定時制課程で学ぶ生徒の状況等を検討しながら、よ

り生徒の実態に即した定時制課程を目指して改善・充実を図る必要がある。

■改 善 方 策
①生徒のニーズや社会の変化を踏まえた定時制課程の一層の改善・充実

・能代工業高校定時制課程と二ツ井高校を再編し、能代高校に併設する昼間の部定

時制課程を設置する（詳細についてはＰ３２を参照）。

・地域や社会の多様なニーズや生徒の実態を踏まえ、定時制課程としての特色を生

かした取組の充実を図る。

・入学者数や地域の実情を考慮しながら、定時制課程で学ぼうとする当該地域の生

徒にとって最も適切な学びの時間帯や、夜間の部と昼間の部の配置バランス、募

集定員等について検討する。

・１学年の入学者数１０人未満が２年連続した場合、募集停止等を検討する。なお、

該当する状況になったとしても一律に適用するものではなく、当該校が担ってい

る役割等を十分に考慮した上で対応するものとする。

②通信制課程の充実

・秋田明徳館高校通信制課程が行うスクーリングや試験などに協力するために、各
＊

地区の基幹校を通信制課程の協力校として指定する。

③フリースクール的空間（スペース・イオ）の充実

・県内４カ所のスペース・イオの連携を深め、教育活動の一層の充実と指導力の向
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上を図る。

・市町村教育委員会等関係機関や適応指導教室等との連携を図る。

・スペース・イオの教育実践に対する理解を深め、地域に広くアピールするための

取組を進める。

県立高校定時制課程・通信制課程の概要（令和２年度）

地区 学 校 名 校舎 設 置 形 態 備 考

＊大館鳳鳴高等学校
併設定時制課程 平成28年度

〔県北地区基幹校〕
独立 （昼間の部13:05～16:25） 開設

県北
（夜間の部17:45～21:15）

能代高等学校 独立
併設定時制課程 令和３年度

（昼間の部10:40～15:30） に開設予定

定時制課程独立校

（午前の部 8:40～12:05）

＊秋田明徳館高等学校
独立

（午後の部13:00～16:25）

〔中央地区基幹校〕 （夜間の部16:50～21:00）

中央

通信制課程

本荘高等学校 併置
併設定時制課程

（夜間の部17:15～20:35）

併設定時制課程 平成27年度

＊角館高等学校 独立 （午前の部10:00～14:05） に二部制開

（午後の部15:20～18:45） 始

県南

＊横手高等学校
併設定時制課程

〔県南地区基幹校〕
独立 （昼間の部13:00～16:40）

（夜間の部17:10～21:00）

＊は、フリースクール的空間（スペース・イオ）を設置している学校である。
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【用語の解説】

＊多部制

定時制課程において、昼間の部、夜間の部、午前の部、午後の部など１日のうちで学ぶ時間帯を

複数に分けて授業を行う形態をいう。

＊フリースクール的空間（スペース・イオ）

県内の不登校、「ひきこもり」やその傾向にある児童生徒等（小・中学生、中卒者）及びその保

護者を対象として、次のような目的をもって設置された。

① 当該児童生徒が、存在感をもち安心して過ごすことのできる「心の居場所」を提供し、学習

支援を行う。

② 当該児童生徒等に対する職員や臨床心理士等によるカウンセリングを通して、悩みや不安の

解消を図るとともに、自立心や社会性等を育てる。

③ 当該児童生徒等に対して、通所だけでなく、在宅でのＩＣＴ等の機器を活用した通信指導を

含む学習機会の拡大を図る。特に小・中学生については、自宅でのＩＣＴ等の機器を使った

学習を出席扱いにすることを可能とし、学ぶ意欲の喚起を図る。

＊定時制基幹校

定時制課程を設置する学校で、多部制、単位制、フリースクール的空間を併設するなど多くの機

能を備えた学校。

＊スクーリング

スクーリングとは、通信制課程で学んでいる生徒が２週間に１回程度登校し、教員に直接接しな

がら授業（講義、演習、実験・実習など）を受けることをいう。通信制課程の高校では、添削指導

による教育が行われるほか、スクーリングや試験が実施されている。
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（２）生徒一人一人の学びを支援し、自立を目指す教育活動の推進

■現状と課題
定時制課程・通信制課程においては、生徒一人一人の学習歴や生活環境等に対応し

た丁寧な指導が行われており、その一層の充実が期待されている。定時制課程・通信

制課程に学ぶ高校生が、自己肯定感を高め、社会の中で自立して生きていく上で必要

となる能力や態度を身に付けることができるよう、キャリア教育の一層の充実を図る

必要がある。

■改 善 方 策
①個性を生かす指導の充実

・入学動機や学習歴等、生徒の一人一人の実情を踏まえて個性や能力の伸長を図る

ことができるよう、個に応じた指導の更なる充実を図る。

・定通併修制度を活用するなど、多様なニーズに対応できる教育課程を編成する。
＊

②キャリア教育の一層の充実

・インターンシップやボランティア活動等の体験的な活動の一層の充実を図る。

・授業など様々な場を通じて言語活動の充実を図り、公の場で自分の考えを表現す

る力を育成する。

・特別活動等を活用しながら、人間関係を形成する能力や他者と協働して課題を解

決する力を育成する。

③「学び直し」の取組の充実

・学校設定科目等による「学び直し」の充実を図る。

・特別活動や部活動を計画的に実施することにより、社会性の育成を図る。

④特別な支援を必要とする生徒への対応の充実

・特別支援教育に関する教員研修を一層充実させる。

・ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくりを推進する。

・特別支援学校や関係機関との連携を強化する。

・人事交流によって特別支援教育の知見を有する教員の配置を継続する。
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【用語の解説】

＊定通併修制度

定時制課程に在学している生徒が自校あるいは他校の通信制課程で一部の科目の単位を修得した

場合、あるいは、通信制課程に在学している生徒が自校の定時制もしくは他校の定時制か通信制課

程で単位を修得した場合、当該修得した単位を卒業に必要な単位に含めることができる制度各学校

が独自に設けることができる制度をいう。
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３中高一貫教育の充実

中高一貫教育は、児童や保護者の選択の幅を広げ、多様な中等教育を推進するこ
＊

とによって、生徒一人一人の個性や創造性を伸ばす教育の実現を目指すものである。

また、ゆとりある学校生活の下、教育課程の基準の特例を活用するなど、６年間の
＊

計画的・継続的な教育活動を展開することが期待されている。

県北、中央、県南各地区の県立中高一貫教育校がそれぞれ特色のある中高一貫教

育を推進し、近隣の中学校、高校と切磋琢磨することにより、本県学校教育全体の

レベルアップを目指す。

（１）６年間の計画的・継続的な教育活動の推進

■現状と課題
各中高一貫教育校においては、生徒の個性や創造性を伸ばすため、探究的な学習や

国際化及び情報化に対応した教育活動など、特色ある取組が行われている。今後は、

中高一貫教育校がその教育効果を十分に発揮できるよう、６年間の計画的・継続的な

教育活動をより充実させるとともに、地域に向けて積極的に中高一貫教育校の魅力を

発信していく必要がある。

■改 善 方 策
①成果と課題の検証及びそれを踏まえた教育活動の一層の充実

・生徒一人一人の個性や創造性、学力の伸長とキャリア教育の充実を図る。

・異年齢集団による活動を生かした生徒の人間的成長を図る取組を推進する。

・指導内容と指導方法についての共通理解の下、中学校と高校の教員が一体となっ

て指導するとともに、授業改善のための共同研究を推進する。

②中高一貫教育校としての教育効果をより高めるための、６年間を見通した計画の充

実

・中高一貫教育校に認められている教育課程の基準の特例を生かした、６年間の学

校生活を見通した特色ある教育活動を展開する。

・中高一貫教育校の特色や利点を生かしたキャリア教育の全体計画を作成する。

・中学校と高校を一体的に捉え、６年間で育成したい資質・能力を明確にし、発達

段階に応じてステップアップしていく教育活動の枠組みを設定する。

・長期的な視点に立って、段階的、系統的に思考力や表現力等を育成できるよう、

探究的な学習の充実に取り組む。
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【用語の解説】

＊中高一貫教育

中学校と高校の６年間を接続し、計画的・継続的な教育課程を展開することにより、生徒の個性

や創造性を伸ばすことを目的として、平成１１年度から導入された。令和３年度の本県の設置状況

は、県立３校、市立１校である。県立学校は中学校と高校を入学選抜を行わずに接続する併設型で

あり、市立学校は平成２９年度から連携型に移行している。

＊教育課程の基準の特例

中高一貫教育校においては、中高一貫教育の利点を生かして６年間を通じた特色あるカリキュラ

ムを編成することができるよう、特例措置が設けられている。例えば、高校における指導内容の一

部について、併設する中学校における指導の内容に移行して指導することができる。
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（２）中高一貫教育校の特徴を生かした魅力ある学校づくりの推進

■現状と課題
平成１６年度に横手清陵学院中学校・高校、平成１７年度には大館国際情報学院中

学校・高校、平成２８年度には秋田南高校中等部を開校し、県北・中央・県南の３地

区に中高一貫教育校を配置した。

横手清陵学院中学校・高校及び大館国際情報学院中学校・高校は、いずれも専門高

校を母体とした学校であり、情報教育、国際教育、探究的な学習等を計画的・継続的

に展開し、進路実績や部活動、地域貢献など、着実に成果を上げている。秋田南高

校・秋田南高校中等部は、普通高校を母体とし、グローバルリーダーの育成を目指し

て、特色ある教育活動を展開している。また、中高一貫教育校は選択肢の幅を広げる

とともに、魅力ある学校づくりに向けて近隣の中学校、高校と互いに切磋琢磨するこ

とで地域全体の教育力を向上させている。

各地区の県立中学校の募集が全県一区であることを踏まえ、それぞれの学校が中高

一貫教育の特徴を十分に生かした特色ある学校づくりを進めるとともに、中高一貫教

育校の魅力を広く伝えていく必要がある。

■改 善 方 策
①大館国際情報学院中学校・高校における特色ある教育活動の推進

・グローバル社会で活躍できる人材を育成するという視点に立ち、６年間の国際教

育や情報教育の充実を図るなど、特色ある教育活動を展開する。

・課題解決的な学習や自己表現活動などの一層の充実を図り、２１世紀を自らの判

断で生きる人間の育成に取り組む。

・地域の教育資源の積極的な活用や関係機関との連携を図り、グローバルな視野か

ら地域や世界に貢献しようとする意識を高める取組を推進する。

②秋田南高校・秋田南高校中等部における特色ある教育活動の推進

・グローバルリーダーとして県内外で活躍できる人材を育成するという視点に立ち、

６年間の英語教育の充実を図るなど、特色ある教育活動を展開する。

・グローバル人材を育成するためのカリキュラムの開発及び実践を推進する。

・郷土の現状に課題を見い出し、それをグローバルな視点で問い直して探究する学

習を中学校・高校で展開し、地球規模の諸課題の解決に向けて積極的な姿勢を育

成する。

・国際教養大学等との連携を深め、より実践的な英語コミュニケーション能力や国

際的な視野、課題を解決する能力を育成する取組を推進する。

③横手清陵学院中学校・高校における特色ある教育活動の推進

・未来を切り拓く豊かな創造性をもった人材を育成するという視点に立ち、ものづ

くりを通じて普通教科の学びと工業の学びを結び付けた探究的な学習の充実を図

るなど、特色ある教育活動を展開する。
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・中学校・高校で探究的な学習を実施することや６年間を見通したキャリア教育な

どの一層の充実を図り、２１世紀を主体的に生き抜く人間の育成に取り組む。

・地域社会に貢献する人材を育成する視点から、地域や企業と連携したものづくり

教育や地域と密着した研究活動等を展開する。

④県内の中高一貫教育校の連携の強化

・定期的に情報交換会、協議会等を開催するなどして、各学校の教育実践の成果を

共有し、課題について協議することにより、教育活動の一層の充実を図る。

⑤県立中高一貫教育校に関する積極的な情報発信

・様々な手段を通じて児童やその保護者に、中高一貫教育校の特徴や魅力を効果的

に伝えるための取組を進める。

県立中高一貫教育校の概要（令和２年度）

学 校 名 概 要

場 所：大館市 開校：平成１７年度

母 体 校：大館商業

募集定員：中学校（７０）、高校（１５０）

大館国際情報学院
高校の学科（学級数）：普通科（２）、国際情報科（２）

中学校・高等学校
教育目標：「共生の精神をもち、主体的に力強く生きる

人間の育成」

主な教育実践：オーストラリア、韓国の高校と姉妹校提

携し、積極的に国際交流活動を推進して

いる。

場 所：秋田市 開校：平成２８年度

母 体 校：秋田南

募集定員：中学校（８０）、高校（２４０）

高校の学科（学級数）：普通科（６）

秋田南高等学校
教育目標：「郷土や国家を支える高い志と国際的な視野

秋田南高等学校中等部
を備えたグローバルリーダーの育成」

主な教育実践：平成２７年度から令和元年度まで文部科

学省の「スーパーグローバルハイスクー

ル（SGH）」の指定を受けるなど、グ

ローバルな視点を生かした研究活動に取

り組んでいる。

場 所：横手市 開校：平成１６年度

母 体 校：横手工業

募集定員：中学校（７０）、高校（１５０）

横手清陵学院
高校の学科（学級数）：普通科（２）、総合技術科（２）

中学校・高等学校
教育目標：「２１世紀を主体的に生き抜く人材の育成」

主な教育実践：平成２２年度から２７年度まで文部科学

省の「スーパーサイエンスハイスクール

(SSH)」の指定を受けるなど、科学的な

探究心を育む研究活動に取り組んでいる｡

＊高校の募集定員は、併設する中学校からの内部進学者数を含んでいる。
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４
社会の変化に柔軟に対応し、生徒の多様な能力を伸ばすた

めの学科の改善・充実

これからの高等学校教育においては、基礎的な学力を確実に習得させるとともに、

一人一人の能力や個性を伸ばし、個々の進路に応じた学習を深めることが重要であ

る。普通科においては、自己の将来を見据えた上で求められる高度な知識を身に付

け、幅広い見識を育てる必要がある。また、専門学科では、それぞれの専門性の深

化を図る一方で、技術の進展に対応できる力や新しい価値を創造する力を育てるこ

とが不可欠であり、そのために、指導の在り方を常に見直し、社会の変化に対応さ

せていくことのできる柔軟性も重要である。複数の学科を有する学校においては、

学科間連携を強化するとともに、学科の教育力を全校の教育力とするための工夫が

必要である。

統合等再編整備に当たって学科・コースを検討する場合、これまでの成果と課題

の検証とともに、中学生の志望動向や地域産業との関わり、生徒の進路実績など多

様な視点からの分析を踏まえ、長期的な見通しに立って全県的な学科構成のバラン

スを考慮し、慎重に検討を行う必要がある。

（１）普通科の改善と充実

■方 向 性

国では、生徒がより目的意識をもって学ぶことができるよう、普通科を学校の特色

に応じて類型化するなど、その在り方について検討している。これからの時代に求め

られる力の育成とともに、学校の歴史や生徒の実態、地域の実情等を踏まえ学校に期

待される役割を明確にした上で、特色と魅力のある学校づくりを進めることが求めら

れている。

各学校では、これまで基礎・基本となる教科・科目等の学習の充実を図るとともに、

多様なコースを設定し、生徒の進路目標の達成や将来の自立に必要となる資質・能力

の育成に努めてきた。

今後も、各校の特色をより明確に示しながら、教育活動全体を通じて、生徒が自己

の在り方生き方について考え、将来への夢や希望を抱き、その実現を目指して、自ら

の意志で自己の進路を選択する能力や態度を育成する必要がある。このため、キャリ

ア教育の視点に立った組織的かつ計画的な取組を進めるとともに、資格取得やスキル

アップ等に向けた学校や学科の枠を超えた連携を推進する。

■改 善 方 策
①キャリア教育の視点に立った教育活動の充実

・各教科・科目等を体系的に幅広く学習することにより、生徒が自らの能力・適性、
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興味・関心を理解し、将来の進路や職業を具体的に考えることができるようにす

るなど、キャリア教育の視点に立った教育課程の編成を行う。

・生徒一人一人の進路目標達成に向け、多様なコース、選択科目等を設定するとと

もに、総合的な探究の時間や特別活動を計画的に実施し、インターンシップやボ

ランティア等、体験的な学習活動の充実を図る。

②生徒一人一人の能力を伸ばす主体的な学習の充実

・生徒のニーズに応じて、資格取得やスキルアップを図るための専門的な指導につ

いて、専門学科及び専門高校との連携を図る。
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（２）職業に関する専門学科の改善と充実

職業人として求められる専門分野の知識及び技術の定着を図るとともに、ＩｏＴや
＊

ＡＩ、ロボット等の利活用に関連した技術革新、グローバル化の進展、Society5.0と
＊

も呼ばれる新たな時代の到来に対応し、主体的かつ創造的に課題を解決する力を備え、

地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う人材の育成を目指す。

このような人材の育成を進めていくためには、専門学科で学んだ生徒が、各専門教

科の「見方・考え方」を生かしながら、学科の枠を超えて課題研究に取り組むなどの

学校間・学科間連携の充実を図る必要がある。また、高度な知識や最先端の技術を身

に付けた人材を育成するための高等教育機関や地元企業との連携、専門教育の指導力

を高める教員研修等の充実を図る必要もある。

食料・森林・観光等、秋田がもつ多様な資源を生かした産業分野において、地域に

根ざした特色ある教育活動を展開するとともに、航空機、自動車、新エネルギー関連

産業など、将来、秋田の成長を牽引することが期待される分野について、高い技術力

をもつ企業等と連携し、より実践的なカリキュラムの開発に取り組むことにより、身

に付けた知識と技術を活用して地域産業を担い、本県産業の発展に貢献する人材の育

成を推進する。

【農 業】

■方 向 性

安定的な食糧生産確保の重要性の増大や、農業のグローバル化、ＩＣＴを活用した

スマート農業化など、農業を取り巻く社会的環境変化に柔軟に対応することができる、

経営者としての資質も備えた、地域の農業や農業関連産業を支える人間性豊かな職業

人を育成する必要がある。

このため、経営を含めた農業に関する知識・技術の定着を図り、将来のスペシャリ

ストとして必要な専門性の基礎・基本を身に付けさせるとともに、生命・自然・もの

を大切にする心、規範意識、倫理観等の育成を目指す学習活動を展開する。

さらに、社会経済情勢の変化や農業教育の広領域化を踏まえ、農業・林業の多様

化・高度化・精密化、安全・安心な食料の生産と供給、地球規模での環境保全及び森

林資源活用などの様々な課題に対応できるよう、教育課程の工夫改善を図る。

■改 善 方 策
①農業・林業の専門性を高める実践的・体験的な学習活動の充実

・農業技術の進展に対応した実習等の充実により、専門分野に関する実践的な技

術・技能の定着を図る。

・関係部局との連携により農業法人や先進農家、農業の先端技術に取り組む民間企

業等への長期インターンシップを推進するなど、多様な農業体験や林業体験を通

じて、生産・加工・販売や経営等の多様化に対応した実践的な経営技術の習得を
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図り、アグリビジネス起業家精神を育む。

②地域農業を支える意識を高める活動の充実

・学校や学科の枠を超えた連携を図るとともに、地域や大学、企業等と連携して商

品開発を進めるなど、農産物の付加価値を高め、６次産業化に取り組む意識を育
＊

てる。

・農作物の生産力向上やブランド化、６次産業化の視点に立った教員研修の充実を

図る。

③環境教育等の充実

・環境保全の必要性の高まりを受け、農場や演習林等を活用した調査・研究などに

取り組むことにより、環境教育の充実を図る。

【工 業】

■方 向 性

工業技術の社会的な意義と役割を踏まえ、生涯にわたって継続的に学ぼうとする意

欲や態度を身に付け、専門性を生かして地域社会の発展に貢献する人材を育成する必

要がある。このため、工業の各分野に関する将来のスペシャリストとして必要とされ

る基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させるとともに、技術の進展等に柔軟

に対応できる創造的な能力と実践的な態度を育成する。さらに、環境保全、エネル

ギー制約などの課題について関心を高め、規範意識、倫理観等をもつ工業技術者を育

成するとともに、これからの産業の動向を踏まえ、学校や学科の枠を超えた連携によ

る工業教育を展開する。

■改 善 方 策
①産業構造の変化、技術の進展等に対応したものづくり教育の充実

・工業技術者として必要な知識及び技能とそれらを活用する態度を一体として身に

付けさせる視点から、座学と実験・実習との一層の関連を図るとともに、工業技

術を生かした探究的な学習の充実を図る。

・地域企業や大学等との連携による授業や実践的なものづくり、就業体験等の更な

る充実を図る。

②地域社会等と連携した取組の充実

・専門性を生かした地域貢献活動を通して、地域を支え、その発展に寄与しようと

する意識を高める。

・地域社会や他校と連携した課題研究発表会など、学習や研究成果の発表の場の充

実を図る。

・小・中学校での出前授業、特別支援学校及び地域での専門性を生かしたボランテ

ィア活動等の体験的な活動を充実させる。

・産業界との連携・協力体制を更に強化し、専門性を生かした長期インターンシッ

プを推進する。



- 52 -

・地域産業や地域企業に対する生徒、保護者及び教員の理解を深める活動を充実さ

せる。

・技能士等、地域企業の高度熟練技能者を活用し、生徒の資格取得や専門的な技術
＊

の指導力を高める教員研修の充実を図る。

③新たな時代のものづくり産業を見据えた教育活動の充実

・異なる学科の技術・技能等に触れる機会を増やし、産業社会の発展に柔軟に対応

できる創造的な能力や応用力の向上を図る。

・県内の工業系高校と企業・関係機関等との連携を強化し、地域全体で、ものづく

り人材の育成に取り組む組織の更なる充実を図る。

・輸送機関連産業など、高い技術力をもつ企業と連携して、本県産業の発展に貢献

できる人材の育成を進める。

・本県の基幹産業である農業との連携を深め、スマート農業の実現に向けた研究等

を通して、地域産業を担う人材を育成するための教育活動を展開する。

・学校教育法の一部改正を踏まえ、大学への編入学にも対応できるよう、専攻科教

育課程の充実を図る。

【商 業】

■方 向 性

商業の専門的な知識・技術と、社会的責任を担う職業人としての倫理観やコンプラ
＊

イアンスの意識、起業家精神等を身に付け、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続

的な発展を担う創造性豊かな人材を育成する必要がある。このため、専門分野に関す

る基礎的・基本的な知識、技術の定着を図るとともに、高度な資格の取得や競技会等

への挑戦など、目標をもった意欲的な取組を通じて、商業に関する知識を深めること

を目指す。また、地域社会等との連携・交流を通じた実践的な学習を充実させ、ビジ

ネスを展開するために必要な実践力やコミュニケーション能力、マネジメント能力等

を育成する。

■改 善 方 策
①創造力等を高める実践的な活動の充実

・商業の基礎・基本となる力を身に付けさせるとともに、商業の各分野の特性を生

かし、企業や地域社会との連携・交流を通じた実践的な学習活動を充実させる。

・学校や学科の枠を超えた連携を推進し、他の専門学科と協力して商品開発を行う

など、商業科の特性を生かした実践的な活動の充実を図る。

・経済のグローバル化や社会を取り巻く環境の変化などに対応し、専門分野の指導

力向上のため、教員研修の充実を図る。

・専門知識を有する外部講師を積極的に活用し、職業人としての倫理観やコンプラ

イアンスの意識、起業家精神等の育成を図る。
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②地域社会等と連携した取組の充実

・自治体や商工会議所、青年会議所等との連携を強化し、各種イベントや講習会へ

の教員及び生徒の参加を促進することにより、様々な人々と円滑にコミュニケー

ションを図り、ビジネスの諸活動に積極的に取り組む意識を育む。

・地域資源を活用した観光や地域産業の振興策を考える学習活動等を推進する。

・地域産業祭等への参加及び協力とともに、各学校が行っているイベントや課題研

究等の取組や成果について、地域に向けて効果的に発信する機会を増やす。

・小・中学校等との連携を図り、商業の専門性を生かした実践的・体験的な学習活

動等を推進する。

【水 産】

■方 向 性

本県の漁業、海洋関連産業、水産加工業などを支え、活性化させる人材を育成する

必要がある。このため、沿岸漁業が中心となっている本県水産業の実情に即した教育

を推進するとともに、水産加工品の製造、販売に関する学習の充実を図る。

さらに、本県の水産資源を維持・増殖していくための環境づくりについて、関係機

関と連携した取組や、海洋環境基準及び環境保全等に対応した学習の充実を図る。

■改 善 方 策
①特色ある水産教育の推進

・小型実習船を活用した沿岸漁業や調査・研究に関する実習の充実を図る。

・実習船や加工施設、潜水プールなどの施設設備を有効に活用した特色ある教育活

動を展開する。

・本県の食文化や伝統食品を生かしながら、水産物を加工し消費者ニーズに対応し

た新商品の開発を行う取組を推進する。

・水産技術の高度化に対応し、水産加工品の製造、水産物の利用等についての教員

研修を充実させる。

②関係機関等と連携した取組の推進

・水産振興センターや総合食品研究センター、男鹿水族館、漁業協同組合等の関係

機関との連携を強化し、地域資源を有効に活用することによって、６次産業化、

商品開発、長期インターンシップ等を推進する。

・学科の枠を超えた連携を推進し、水産や海洋に関する課題を発見して創造的に解

決する能力等を育成する取組の充実を図る。

【家 庭】

■方 向 性

生活産業の発展、多様化に対応できる専門的な知識・技術を身に付け、家庭や地域
＊
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における衣食住、保育、家庭看護や介護などのヒューマンサービスに主体的に関わる

人材を育成する必要がある。このため、少子高齢化、ライフスタイルの多様化などの

社会の変化や、食育の必要性などの社会の要請に対応した専門性の高い家庭科教育の

充実を図る。また、専門的な知識・技術の高度化への対応という観点から、他の専門

学科との効果的な連携による教育活動を展開する。

■改 善 方 策
①生活産業に関わる実践的な教育活動の充実

・生徒の興味・関心や地域のニーズも踏まえ、特色ある教育課程を編成する。

・実社会と学んでいる内容との関わりについて理解を深められるよう、資格取得に

関する内容や就業体験などを積極的に取り入れ、実践的・体験的な学習活動の充

実を図る。

・生活産業の発展に対応した教員の専門性を高めるため、教員研修の充実を図る。

②社会の変化に対応した家庭科教育の充実

・地域産業祭等への参加など地域連携の推進により、学校家庭クラブ活動を充実さ

せる。

・生活産業の高度化を踏まえ、生徒が創造性や応用力等を身に付けることができる

よう、学校や学科の枠を超えた連携を推進する。

・衣食住などの地域の生活文化の伝承に取り組む教育活動を充実させる。

【情 報】

■方 向 性

情報社会の諸課題を主体的、合理的にかつ倫理観をもって解決することのできる人

材や、情報産業の構造の変化やニーズの多様化に対応するため、高等教育機関への進

学も視野に入れながら、将来、情報技術者となる人材を育成する必要がある。このた

め、情報の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させるとともに、情報

の各分野における応用的・発展的な知識と技術、職業倫理等を身に付けさせる。

■改 善 方 策
①専門性を高める教育活動の充実

・各科目のねらいを十分に踏まえた上で情報分野への進学や情報関連企業への就職

に対応できる教育課程を編成し、専門分野の学習を充実させる。

・システム設計と管理、情報コンテンツの制作・発信を通して、専門的な知識と技

術、情報モラルを身に付けさせる。

・情報技術の高度化に対応し、専門教育の指導力を高めるため、教員研修の充実を

図る。

・専門知識を有する外部講師を積極的に活用し、専門的な知識と技術、職業人とし

て求められる倫理観等の育成を図る。
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②地域や産業界との連携の強化

・地域や産業界との連携を強化し、各種イベントや講習会等への積極的な参加を促

すことにより、学んだ知識と技術の活用を図る。

・関係機関等と連携し、専門性を生かした就職先の開拓に努める。

・小・中学校等との連携を図り、プログラミングなど、情報の専門性を生かした実

践的・体験的な学習活動等を推進する。

【福 祉】

■方 向 性

専門的な知識・技術や倫理観を身に付け、多様なニーズに対応した質の高い福祉

サービスを提供できる人材や、介護の現場から地域を支える意識をもった人材を育成

する必要がある。このため、より専門的な知識、技術を高めるための教育活動を充実

させるとともに、地域や施設等との連携を深める。

■改 善 方 策
①専門的な知識・技術や倫理観を高める教育活動の充実

・社会福祉に関する基礎的・基本的な知識と技術の確実な習得に向けた、総合的、

体験的な学習活動を充実させる。

・介護福祉士の国家資格取得や介護職員初任者研修に対応できる教育課程編成と、
＊ ＊

指導者の確保に努める。

・介護技術等の発展に対応した教員の専門性を高める研修の充実を図る。

②地域や施設等との連携の充実

・インターンシップやボランティア活動、行事への参加など、地域や施設等と連携

した学習活動の一層の充実を図る。

・福祉クラブなど福祉を志す生徒の自主的な活動を支援する。

・学校や学科の枠を超えた連携を図り交流を推進するとともに、社会福祉協議会等

の関係機関との連携を強化する。
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【用語の解説】

＊ＩｏＴ（Internet of Things）

あらゆるモノがインターネットを通じて接続され、モニタリングやコントロールを可能にすると

いう概念をいう。人間がパソコンを使用して入力したデータ以外に、モノに取り付けられたセン

サー等が人を介さずにデータを入力し、インターネット経由で利用される。

＊ＡＩ（Artificial Intelligence）

人間のような知的な情報処理を行うソフトウェア（人工知能）をいう。知的な機械、特に、知的

なコンピュータプログラムを作る科学技術全般を指すこともある。

＊Society5.0

ＩｏＴ、ロボット、ＡＩ等の新たな技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れる技術革新により、

一人一人のニーズに合わせる形で経済を発展させ社会的課題を解決する人間中心の新たな社会をい

う。狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（So

ciety4.0）に続く新たな社会を指し、我が国が目指すべき未来社会の姿として第５期科学技術基本

計画において初めて提唱された。

＊スマート農業

ＩＣＴやロボット技術等の先端技術を活用して、超省力・高品質生産を実現する新たな農業をい

う。少子高齢化や農業従事者不足等の農業が抱える問題の解決につながるものとして期待されてい

る。

＊６次産業化

１次産業（農林水産業）×２次産業（製造業）×３次産業（流通小売業等）で６次産業化とされ、

１次産業が農林水産物の生産にとどまらず、加工や販売に取り組むことをいう。また、それぞれの

産業が連携することによって、地域の資源を有効活用し新しい産業やサービスを生み出していくこ

とにもつながる。本県の高校においても、地産食材を加工して商品化を図り、販売するなどの取組

が行われている。

＊技能士

技能の習得レベルを評価する国家検定制度（厚生労働省）である技能検定に合格すると技能士と

して認定される。機械加工、建築大工やファイナンシャル・プランニングなど、１２８職種あり、

試験の難易度によって１～３級の等級に分かれている。工業科の生徒は、機械加工技能士普通旋盤

作業、電子機器組み立てシーケンス作業等に合格することを目標の一つとしている。
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＊コンプライアンス(Compliance)

遵法精神、法令遵守を指し、法律や内規などの基本的なルールに従って活動することをいう。近

年、企業が法令違反により信頼を失墜する事例が繰り返されていることから、その重要性が指摘さ

れるようになっている。

＊生活産業

家事の社会化・外部化が進む中で、人々はそれぞれの価値観に基づき生活に必要な物資やサービ

スを選択、購入しており、それらを提供する側として生活産業が発達してきた。食生活分野（外食

産業、給食、食品流通など）、衣生活分野（アパレル産業、ファッション産業など）、住生活分野

（住宅、インテリアなど）、ヒューマンサービス（保育、介護など）などを指す。

＊介護福祉士

介護に関わる国家資格の一つであり、厚生労働省は介護福祉士を介護現場の中核を担う存在とし

て位置付けている。平成１９年の法改正により、既存の取得ルートが整理され、全ての者は一定の

教育を受けた後で国家試験を受験するという形に取得方法が一元化された。平成２７年度現在、本

県では六郷高校と湯沢翔北高校専攻科が、福祉系高校として介護福祉士養成施設の指定を受けてい

る。

＊介護職員初任者研修

平成２５年４月よりホームヘルパー２級の資格が廃止になり、介護職員初任者研修に変更されて

いる。約１３０時間で構成されたカリキュラムや実技を行うことになっている。
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（３）その他の専門学科（理数、国際）の改善と充実

【理 数】

■方 向 性

専門的な知識や技能を生かして社会に貢献できる高い志をもった人材を育成する必

要があることから、科学的、数学的な能力を高め、探究的な学習活動を通して課題を

解決する中で、専門的な知識や技能の深化、統合化を図り、口頭での発表、プレゼン

テーション、報告書の作成など、多様な表現活動の機会を設定しながら、柔軟な思考

力や表現力、創造的な能力等を育成する。

■改 善 方 策
①思考力や表現力等を高める教育活動の充実

・探究の基本的な手法を活用する能力と、課題の解決に主体的に粘り強く取り組む

態度を身に付けることができるよう、「理数探究」や教科「理数」の各教科、総

合的な探究の時間等の相互連携を推進する。

・課題を探究し、その成果を校内外で発表する学習活動等を通して、思考力や表現

力等とともにコミュニケーション能力の向上を図る。

・大学や研究機関、博物館等と積極的に連携し、研究内容の質的向上を図る。

・日本や世界をリードする人材を育成するために、先端的な研究を行っている県内

外の大学や公設試験研究機関等との連携を推進する。

・科学オリンピックへの参加や理数科合同研修会の充実などにより、科学的に考察
＊

し表現する能力の向上を図る。

②地域医療や産業の発展等を支える意識を高める活動の充実

・医療系・福祉系のインターンシップやボランティア活動を充実させる。

【国際】

■方 向 性

自分の意見や考えを的確に表現し、世界に向けて発信する力をもった、グローバル

社会で活躍できる人材を育成する必要がある。このため、国際教育や国際交流活動等

により、異文化への理解を深め、自ら積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度を育成する。また、様々な価値観を尊重する態度を育てるために、自国の歴史や文

化に対する理解を深める指導を充実させることが重要である。

■改 善 方 策
①コミュニケーション能力等を高める教育活動の充実

・「聞くこと」や「読むこと」を通じて得た知識等を、コミュニケーションの中で

自らの体験や考えなどと結び付けながら活用し、「話すこと」や「書くこと」を
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通じて発信できるよう、４技能を総合的に育成する指導を充実させる。

・グローバル社会を生きる上で求められる教養を身に付けるため、学びの広がりや

深まりにつながる指導を充実させる。

・スピーチ、プレゼンテーション、ディベート、ディスカッションなどを効果的に

取り入れ、コミュニケーション能力及び情報や考えを的確に理解したり適切に伝

えたりする能力を高める活動を充実させる。

②国際教育及び国際交流活動の充実

・異なる文化をもつ人々と協調して生きていく態度を育成するため、異文化に触れ

る様々な交流活動及び大学や企業との連携による国際教育の充実を図る。

【用語の解説】

＊理数科合同研修会

観察、実験を通して科学する心を育てるとともに、興味・関心を高め、科学的な見方や考え方を

養うため、研修会を県総合教育センター等で理数科２年生を対象に実施している。
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（４）総合学科の改善と充実

■方 向 性

生徒が自らの個性や適性を踏まえ、将来の職業選択を視野に入れながら、自己の進

路への意識を高める学習を進めるとともに、積極的に科目を選択できる力を育てる必

要がある。このため、自己の適性や興味・関心に応じた実践的・体験的な学習を深め

ることができるよう、教育課程の改善を図る。

■改 善 方 策
①自己の進路への自覚を高める取組の充実

・生徒が自ら系列や科目を選択できるよう、ガイダンスの充実と指導の徹底を図る。
＊ ＊

・教育課程の改善を図り、生徒の進路希望に応じて各種資格取得に取り組ませるな

ど、一定の技術・技能を習得させる。

②学科の特色を生かした教育活動の充実

・総合学科の特色を生かし、生徒の主体的な学習の充実を図るとともに、社会の変

化やニーズを踏まえた系列の在り方について検討を進める。

・「産業社会と人間」の指導等を通して、将来の職業選択や職業生活の基礎となる
＊

学習の充実を図る。

・課題研究の成果等を積極的に外部に向けて発信するなど、地域や中学生が総合学

科の特色について理解を深める機会の充実を図る。

県立高校における総合学科の概要（令和２年度）

学 校 名 総合学科の概要

総合学科開設：平成１０年度

学級数：２学級（第３学年のみ）

能代西高等学校 ※総合学科は平成３０年度で募集停止。平成３１年

度からは農業科として募集。

系列：生物資源、ビジネス、情報科学、生活福祉、総合進学

総合学科開設：平成８年度

西目高等学校 募集学級数：４学級

系列：文理、農業科学、土木、ビジネス会計、教養文化

総合学科開設：平成７年度

募集学級数：２学級

増田高等学校 ※総合学科の他に農業科学科１学級を募集

系列：人文・社会科学、自然科学、芸術・文化、

生活・福祉、ビジネス会計

※能代西高校は令和２年度まで総合学科を設置。能代工業高校との統合校である

能代科学技術高校では農業科を設置する。
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【用語の解説】

＊系列

総合学科においては、学びたい科目を原則として生徒が自由に選択することができる。系列は、

進路別又は学習内容別に選択すべき科目のモデルをあらかじめ示したものである。例えば、増田高

校には人文・社会科学、自然科学、芸術・文化、生活・福祉、ビジネス会計の系列がある。

＊ガイダンス

総合学科における科目選択に際して、生徒の興味・関心や進路希望を踏まえた積極的かつ適切な

科目の選択が行われるよう学校で実施する助言や指導のことである。

＊「産業社会と人間」

総合学科において、産業社会における自己の在り方生き方について考えさせ、生涯にわたって学

習に取り組む意欲や態度を養うとともに、生徒の主体的な教科・科目の選択に資するために、原則

として全ての生徒に履修させる科目である。その内容は、「職業と生活」(職業人として必要とさ

れる能力・態度、望ましい職業観を養う学習)、「我が国の産業の発展と社会の変化」(我が国の産

業の発展について理解し、それがもたらした社会の変化について考察する学習)及び「進路と自己

実現」(自己の将来の生き方や進路について考察する学習)である。
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（５）実践的な技術・技能を高めるための専門学科における実習設備の改善

及び充実、機器の更新及び新規導入と効果的な活用

■方 向 性

専門学科においては、基礎的・基本的な知識、技術及び技能の習得を安全かつ効率

的に行うために実習設備の改善及び充実、機器の更新を確実に進める必要がある。ま

た、技術の進歩は日進月歩であり、職業人として求められる専門的な知識、技術及び

技能は一層高度化している。社会のニーズに応え、これからの産業を担う人材を育成

するために、機器の新規導入も計画的に進めていかなければならない。同時に、実習

設備・機器の効果的な活用を図る必要がある。

■改 善 方 策
①専門学科における実習設備の改善及び充実、機器の更新

・実践的な技術・技能を身に付けた地域産業の担い手を育成するために、老朽化し

た産業教育設備の改善及び充実、機器の更新を進める。

②新時代に対応した実習設備・機器の新規導入の推進

・産業社会の急速な進展や技術の高度化に対応した機器の新規導入を長期的な視野

をもって行い、専門教育の充実を図る。

③企業等との連携による実習設備・機器の活用

・最新の実習設備・機器を活用して、企業等と連携した技術指導を進めることによ

り、産業社会の進展に対応した技術・技能の習得や高度な資格取得を目指す。同

時に、教員の資質能力の向上を図るための教員研修にも活用する。
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資 料 編
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全日制課程

花輪 140 普通 4 # 西仙北 70 普通 2

十和田 80 普通 2 # 大曲農業 175 農業 5

小坂 70 　
普通１

工業１ 2 # 太田（分校） 35 普通 1

大館鳳鳴 235 普通 5 理数 1 # 大曲 195 普通 4 商業 1

普通２

生活１ 3 # 大曲工業 140 工業 4

工業 3 # 角館 210 普通 6

大館国際情報 150 普通 2 国情 2 # 六郷 105 　
普通２

福祉１ 3

秋田北鷹 210
普通４

農業２ 6 # 横手 235 普通 5 理数 1

能代 210
普通５

理数１ 6 # 横手城南 160 普通 4

能代松陽 210
普通３

国１情２ 6 # 横手清陵 150 普通 2 工業 2

工業 3 # 平成 105
普通２

商業１ 3

農業 2 # 雄物川 80 普通 2

五城目 105 普通 3 # 増田 115 総合 2 農業 1

男鹿海洋 105
普通１

水産２ 3 # 湯沢 175
普通４

理数１ 5

男鹿工業 105 工業 3 # 湯沢翔北 180 普通 1
商業２

工業２ 4

秋田西 175 普通 5 # 雄勝(地域校) 40 普通 1

金足農業 175 農業 5 # 羽後 70 普通 2

秋田 275 普通 6 理数 1 全県合計 7093

秋田北 228 普通 6

秋田南 240 普通 6

秋田中央 210 普通 6 定時制課程

新屋 175 普通 5

秋田工業 210 工業 6

秋田商業 240 商業 6

御所野 80 普通 2 大館鳳鳴 65 普通 1 普通 1

本荘 210 普通 6 能代 35 普通 1

由利 175
普通３

理１国１ 5 # 秋田明徳館 135 普通 3 普通 1

由利工業 140 工業 4 本荘 30 普通 1

矢島 60 普通 2 角館 65 普通 1 普通 1

西目 140 総合 4 横手 65 普通 1 普通 1

仁賀保 115 普通 2 情報 1 全県合計 395

公立高等学校の募集定員と１学年の学級数（令和３年度）（案）

学校名
募集
定員

１学年の学級数

学校名
募集
定員

１学年の学級数

４０人
学級

３８人
学級

３５人
学級

３０人
学級

４０人
学級

３８人
学級

３５人
学級

３０人
学級

大館桂桜 210

３５人学
級数

３０人学
級数

能代科学技術 175

52 6 135 2

0 0 7 5

＊大館国際情報学院、御所野学院、横手清陵学院の募集定員については、併設する中学校からの内部進学者数を含んでいる。

学校名
募集
定員

１学年の学級数

４０人学
級数

３８人学
級数
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鹿角 能代 県北 秋田 男鹿潟上 由利本荘 中央 大仙 横手 湯沢 県南 全県
小坂 ① ② 山本 小計 南秋 にかほ 小計 仙北 雄勝 小計 合計

高３ H30.3 314 597 209 640 1760 2680 628 875 4183 992 749 485 2226 8,169

前年比 3 -30 -37 -34 -98 -42 -61 -15 -118 -76 -68 -64 -208 -424

高２ H31.3 265 563 231 590 1649 2601 663 853 4117 959 708 483 2150 7,916

前年比 -49 -34 22 -50 -111 -79 35 -22 -66 -33 -41 -2 -76 -253

高１ R2.3 271 542 229 563 1605 2549 627 803 3979 971 770 459 2200 7,784

前年比 6 -21 -2 -27 -44 -52 -36 -50 -138 12 62 -24 50 -132 R2.3比

中３ R3.3 261 590 236 525 1612 2442 531 761 3734 940 715 412 2067 7,413

前年比 -10 48 7 -38 7 -107 -96 -42 -245 -31 -55 -47 -133 -371 -371

中２ R4.3 267 537 193 574 1571 2513 577 808 3898 966 720 380 2066 7,535

前年比 6 -53 -43 49 -41 71 46 47 164 26 5 -32 -1 122 -249

中１ R5.3 263 528 206 518 1515 2466 518 774 3758 937 690 434 2061 7,334

前年比 -4 -9 13 -56 -56 -47 -59 -34 -140 -29 -30 54 -5 -201 -450

小６ R6.3 257 550 197 523 1527 2446 555 779 3780 902 630 407 1939 7,246

前年比 -6 22 -9 5 12 -20 37 5 22 -35 -60 -27 -122 -88 -538

小５ R7.3 275 501 204 480 1460 2445 466 782 3693 886 645 400 1931 7,084

前年比 18 -49 7 -43 -67 -1 -89 3 -87 -16 15 -7 -8 -162 -700

小４ R8.3 243 472 197 469 1381 2301 479 718 3498 868 633 403 1904 6,783

前年比 -32 -29 -7 -11 -79 -144 13 -64 -195 -18 -12 3 -27 -301 -1,001

小３ R9.3 241 471 192 421 1325 2324 502 702 3528 801 648 349 1798 6,651

前年比 -2 -1 -5 -48 -56 23 23 -16 30 -67 15 -54 -106 -132 -1,133

小２ R10.3 212 445 162 408 1227 2313 485 646 3444 782 572 362 1716 6,387

前年比 -29 -26 -30 -13 -98 -11 -17 -56 -84 -19 -76 13 -82 -264 -1,397

小１ R11.3 222 417 174 393 1206 2207 435 674 3316 760 563 336 1659 6,181

前年比 10 -28 12 -15 -21 -106 -50 28 -128 -22 -9 -26 -57 -206 -1,603

＊R２．３月までの卒業者数は、当該年度４月１日現在の中学３年在学者数としている。

＊R３．３月からR１１．３月の卒業者数は、令和２年４月１日現在の義務教育課調査を基にした速報値による。

＊大館北秋田地区の欄で、①は大館市の計②は北秋田市と上小阿仁村の計である。

＊秋田市の人数には、秋田大学教育文化学部附属中学校と同附属小学校も加えている。

令和３年３月以降の中学校卒業者数の予測 （令和２年４月１日現在の速報値）

      　地区
卒業年

大館北秋田

鹿角 大館北秋 能代 県北 男鹿潟 由利本荘 中央 大仙 湯沢 県南 全県

小坂 ① ② 山本 小計 上南秋 にかほ 小計 仙北 雄勝 小計 合計

5～6 R12.3 193 393 147 332 1065 2032 410 573 3015 748 519 319 1586 5,666
歳 前年比

4～5 R13.3 176 415 159 356 1106 2046 416 577 3039 728 516 299 1543 5,688
歳 前年比 -17 22 12 24 41 14 6 4 24 -20 -3 -20 -43 22

3～4 R14.3 178 405 157 377 1117 2057 414 560 3031 705 505 311 1521 5,669
歳 前年比 2 -10 -2 21 11 11 -2 -17 -8 -23 -11 12 -22 -19

2～3 R15.3 175 367 142 342 1026 1969 373 524 2866 665 473 295 1433 5,325
歳 前年比 -3 -38 -15 -35 -91 -88 -41 -36 -165 -40 -32 -16 -88 -344

1～2 R16.3 176 361 123 309 969 1884 333 506 2723 582 459 260 1301 4,993
歳 前年比 1 -6 -19 -33 -57 -85 -40 -18 -143 -83 -14 -35 -132 -332

0～1 R17.3
歳 前年比
※ 令和１２年３月以降の卒業者数は、令和元年１０月１日現在の秋田県の人口統計により次のように計算した。

令和１２年３月中学校卒業予定者は、令和元年１０月１日現在の５歳児数と４歳児数を加算、平均したものとし、以下同様とする。

なお、令和１２年３月の前年比は、基礎統計が異なるため比較していない。また、令和１７年３月の統計はまだ出ていない。

令和１２年３月以降の中学校卒業者数の予測(令和元年１０月１日現在）

秋田 横手
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（令和３年度）（案）
学級規模 １学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級 学校数

十和田 花輪 能代科学技術 大館鳳鳴

小坂 大館国際 大館桂桜

秋田北鷹

能代

能代松陽

御所野 五城目 由利工業 秋田西 秋田北 秋田

矢島 男鹿海洋 西目 金足農業 秋田南

男鹿工業 新屋 秋田中央

仁賀保 由利 秋田工業

秋田商業

本荘

太田分校 西仙北 六郷 大曲工業 大曲農業 角館

雄勝校 雄物川 平成 横手城南 大曲 横手

羽後 増田 横手清陵 湯沢

湯沢翔北

校数計 2 7 7 7 9 13 1 46

学級数計 2 14 21 28 45 78 7 195

（平成２８年度）
学級規模 １学級 ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級 学校数

小坂 十和田 花輪 大館国際 大館鳳鳴

二ツ井 能代西 能代工業 大館桂桜

能代

能代松陽

秋田北鷹

御所野 五城目 由利工業 秋田西 秋田北 秋田

矢島 男鹿海洋 西目 金足農業 秋田南

男鹿工業 仁賀保 新屋 秋田中央

由利 秋田工業

秋田商業

本荘

太田分校 西仙北 六郷 大曲工業 大曲農業 大曲

稲川分校 羽後 平成 増田 横手城南 角館

雄勝 雄物川 横手清陵 横手

湯沢

湯沢翔北

校数計 2 7 8 7 8 16 1 49

学級数計 2 14 24 28 40 96 7 211

県南 17

公立高等学校（全日制課程）の第１学年の学級数別学校一覧

県北 10

中央 19

19

県南 18

県北 12

中央
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花輪

秋田西

秋田中央

秋田県の高等学校配置図(令和３年度)

秋田
秋田北

秋田南

新屋

国学館
秋田令和

聖霊短大付属

明桜

秋田工業

秋田商業

御所野

男鹿海洋

矢島仁賀保

金足農業

由利工業

本荘

由利

角館

県立高校

市立高校

私立高校

能代科学技術

能代

秋田北鷹

湯沢
湯沢翔北

増田

雄物川

横手

横手城南

能代松陽

大館桂桜 大館鳳鳴

大館国際

横手清陵

大曲
大曲工業

六郷

大曲農業

秋田修英

男鹿工業

翔北雄勝

西仙北

能代(定)

明徳館

羽後

十和田

小坂

西目

大農太田

平成

五城目

角館(定)

横手(定)

鳳鳴(定)
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教育関連データ一覧（令和２年度）

H20 H30

(資料：進路状況調査(高校教育課))

データ名

大学・短大進学率
(公・私立全日制課程卒業者）

44.9% 46.1%

就職率
(公・私立全日制課程卒業者）

30.5% 29.7%

県内就職率
(公・私立全日制課程卒業者）

52.5% 64.2%

H21 R元

(資料：学校統計一覧(総務課))

データ名

１学級あたりの児童生徒数

秋田県の小学校 21.8人 19.7人

秋田県の中学校 26.9人 22.4人

秋田県の高等学校（全日制） 38.7人 32.9人

　〃　　（全日制・定時制） 38.3人 31.3人

秋田県 全国

（全国２０位）

（全国６位）

（全国３位）

（全国１４位）

（全国１８位）

(資料：地方教育費調査報告書)

データ名

一人あたりの教育費(H29会計年度)

幼稚園 1,013千円 944千円

小学校 1,202千円 943千円

中学校 1,473千円 1,117千円

高等学校（全日制） 1,388千円 1,210千円

特別支援学校 8,015千円 7,201千円

年代 割合

(資料：総務課調べ)

データ名

２０代 5.7%

３０代 10.3%

４０代 29.6%

５０代～ 54.4%

秋田県の校長・教頭・教諭の

年齢構成
（平成31年3月31日現在）

秋田県 全国

（全国７位）

（全国12位）

（全国３位）

（全国９位）

(資料：問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査(文部科学省))

データ名

１,０００人あたりの不登校児童
生徒数(小・中)(H30)

14.1人 16.9人

１,０００人あたりの不登校生徒

数(高校)(H30)
12.4人 16.3人

公私立高等学校中退率(H30) 0.9% 1.4%

暴力発生率

(国公私立小・中・高　H30)
1,000人当たりの発生件数

2.2件 5.5件

秋田県 全国

（全国8位）

(資料：高等学校卒業者の就職状況に関する調査(文部科学省))

データ名

就職決定率(H31年3月卒) 99.5% 98.2%

H29 H30

（資料：文部科学省調べ)

データ名

小学校・中学校・高等学校にお

ける特別支援教育を推進する校
内委員会の設置状況

100.0% 100.0%

H29 H30

（資料：文部科学省調べ)

データ名
小学校・中学校・高等学校にお

ける特別支援教育コーディネー

ターの指名状況

100.0% 100.0%

H29 H30

(資料：高校教育課調べ)

データ名

海外留学生、海外研修生等
派遣・受入等高等学校数

19校 19校

H30 R元

(資料：高校教育課調べ)

データ名
高校生インターンシップ

参加生徒数
4,829人 4,652人

R元 R2

125人 112人
　青　森　県 14人 8人
　岩　手　県 11人 17人
　山　形　県 12人 20人
　宮　城　県 27人 24人
　そ　の　他 61人 43人

（資料：高校教育課調べ）

R元 R2

46人 53人
　青　森　県 9人 14人
　岩　手　県 4人 8人
　山　形　県 4人 3人
　宮　城　県 3人 2人
　そ　の　他 26人 26人

（資料：高校教育課調べ）

データ名

県外高校（全日制）への進学者数

データ名

県外中学校からの高校(全日制)入学者数
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本校 分校

昭和５０年度 59 46 6 3 4

昭和５１年度 59 46 6 3 4

昭和５２年度 仁賀保高校開校（新設） 60 47 6 3 4

昭和５３年度 雄勝高校開校（新設）、稲川分校開校（新設） 62 48 7 3 4

昭和５４年度 秋田西高校開校（新設）、横手東高校に全日制課程設置 63 50 7 2 4

昭和５５年度 大館東高校に全日制課程設置
金農船越分校閉校
（昭和５６年３月）

63 51 7 1 4

昭和５６年度 男鹿工業高校開校（新設） 63 52 6 1 4

昭和５７年度 秋田中央高校開校（秋田市立から移管） 63 53 6 1 3

昭和５８年度 63 53 6 1 3

昭和５９年度 新屋高校開校（新設） 64 54 6 1 3

昭和６０年度 64 54 6 1 3

昭和６１年度 64 54 6 1 3

昭和６２年度
大農大森分校閉校
羽後高瀬分校閉校

64 54 6 1 3

昭和６３年度
西目農業高校から西目高校に校名変更
湯沢商業高校から湯沢商工高校に校名変更

（昭和６３年３月）
62 54 4 1 3

平成元年度 62 54 4 1 3

平成２年度 62 54 4 1 3

平成３年度 62 54 4 1 3

平成４年度 大館高校開校（大館南高校と大館東高校の統合） 61 53 4 1 3

平成５年度 61 53 4 1 3

平成６年度
平成高校開校（平鹿高校と横手東高校の統合）
能代農業高校から能代西高校に校名変更

60 52 4 1 3

平成７年度 60 52 4 1 3

平成８年度 船川水産高校から海洋技術高校に校名変更 60 52 4 1 3

平成９年度 60 52 4 1 3

平成１０年度
矢島笹子分校閉校
（平成１１年３月）

60 52 4 1 3

平成１１年度 59 52 3 1 3

平成１２年度 秋田市立御所野学院高校開校（新設） 60 52 3 1 4

平成１３年度 60 52 3 1 4

平成１４年度
本荘下郷分校閉校
（平成１５年３月）

60 52 3 1 4

平成１５年度 59 52 2 1 4

平成１６年度
横手清陵学院高校開校
男鹿海洋高校開校（海洋技術高校と男鹿高校の統合）

59 52 2 1 4

平成１７年度
秋田明徳館高校開校（秋田東高校と秋田中央高校定時制課程の統合）
大館国際情報学院高校開校

横手工業高校閉校
（平成１８年３月）

59 52 2 1 4

平成１８年度 58 51 2 1 4

平成１９年度 由利高校の共学化 58 51 2 1 4

平成２０年度
横手高校定時制課程　青雲館（県南地区定時制基幹校）設置
秋田北高校、横手城南高校の共学化

58 51 2 1 4

平成２１年度 58 51 2 1 4

平成２２年度 58 51 2 1 4

平成２３年度
秋田北鷹高校開校（鷹巣農林、鷹巣、米内沢、合川の４高校を統合）
湯沢翔北高校開校（湯沢北高校、湯沢商工高校の統合）

54 48 2 1 3

平成２４年度 湯沢翔北高校専攻科開科 54 48 2 1 3

平成２５年度 能代松陽高校開校（能代北高校、能代商業高校の統合） 53 48 2 1 2

平成２６年度 角館高校開校（角館高校、角館南高校の統合） 52 47 2 1 2

平成２７年度 52 47 2 1 2

平成２８年度

大館桂桜高校開校（大館桂、大館、大館工業の３高校を統合）
大館鳳鳴高校定時制課程　桜楯館（県北地区定時制基幹校）設置
秋田南高校中等部設置（秋田地区中高一貫教育校開校）

50 45 2 1 2

平成２９年度
稲川分校閉校
（平成３０年３月）

50 45 2 1 2

平成３０年度 49 45 1 1 2

令和元年度 49 45 1 1 2

令和２年度 湯沢翔北高校 雄勝校（地域校 雄勝キャンパス）開校 49 44 2 1 2

令和３年度
能代科学技術高校開校（能代工業、能代西の統合）
能代高校定時制課程（二ツ井キャンパス）設置

47 42 2 1 2 ＊＊
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